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　我 が 国の 住宅 様式 は過 去40年間 に わ た っ て 急速な洋風

化を辿り， そ れ に と もな うイ ン テ リア カ ラーも重 要 な要

素とな っ て きて い る 。 こ の こ と か らイ ン テ リア の 色彩設

計 に 際 して ， 適切で 誰 に も分 か り易い 配 色 の マ ニ ュァ ル

が必要 とされ るように な っ て きた。

　イ ン テ リア 産業協会 は色彩専問委員会を設 置し，1985

年か らイ ン テ リア カ ラーコ ーデ ィ ネーシ ョ ン シ ス テ ム の

開発 を 手 が けて き た。そ の ね らい は イ ン テ リア コ ーデ ィ

ネーター向けに ，

一般住宅 の イ ン テ リア に 用い られて い

る 色彩 の 調査 に よ っ て ， イ ン テ リア エ レ メ ン ト別 の カ ラ

ーマ ト リク ス の 作成 と ， こ の デ ータか ら提案され た イ ン

テ リア 配色 の イ メージ構造を明 らか に す る こ とで ある 。

1． 基礎調 査一イ ン テ リア カ ラ
ー

コ
ー・

ド
ー

　イ ン テ リア 関連商品又 は 材料として 過去 5 年間 に ， 特

に売行 き良好 な もの を対象とす る1297サ ン プル を市場か

ら収集 し， そ の 表面色 を測 定した 。 各 サ ン プル は 日本色

彩研究所 の 色名 シ ス テ ム に よ る色相 と トーン に 分類 し，

そ れ ぞ れ の 出現比率を 明らか に した。

　次 に こ れ らの 中か ら 700 種 の 色 サ ン プル が選ばれ，イ

ン テ リア カ ラ
ーマ ト リ クス が 作成 さ れた が，こ れ に よ っ

て ，現代 の H 本の イ ン テ リア カ ラ
ー

に 関す る範囲の 概要

が一望 で き る よ う に な っ て い る。

2．　 イ ン テ リア カ ラ
ーコ ーデ ィ ネーシ ョ ン に お け る 基本

　　的 イ メ ージ 軸 に つ い て

2．1　イ メ
ージ実験 1 （色 票 に よ る 抽象刺 激の 場合）

　実験 は50人 の イ ン テ リア デ ザ イ ナーを 被験者 と し， 壁

と床，ソ フ ァ を 想定 し た 3 色 配 色 の 色 票47サ ン プ ル に つ

い て ， 表 1 にみ られ る評価尺度に よ っ て 評定 させ た。こ

れ らの データ は 因子分析の 結果 ， 表 ！の よ うに 4 つ の 主

因子が抽出 された 。 そ れらは以 下 の ご と くで あ る 。

第 1 因子 ： 親近性 （自然な，柔 い ，和風
一

　　　　　　　　 人 工 的，ダ イ ナ ミ ッ ク，ハ イ テ ク ）

第 2 因子 ； 力動性 （男性的 ， 冷い ，固い
一

　　　　　　　　 女性的，暖 い ，柔 い ）

第 3 因子 ： 活動性 （明 る い ，派手 な ， 軽快 な一

　　　　　　　　 暗 い ， 地 味 な，重 厚な ）

第 4 因 子 ： 評 価 性 （ス マ
ートな ，調 和 した，モ ダ ン ，落

　　　　　　　　 着い た一や ぼ な，不調和 な，ク ラ シ

　　　　　　　　　ッ ク ， 落着 きの な い ）

2．2　イ メ
ー

ジ 実験 2 （略画 と 実例写真 に よ る具 象 的刺

　　 激 の 場合）

　 こ の 実験は前実験 の 結果に 対して抽象一具象 の 差異が

生ず る か 否 か を チ ェ ッ クす る意味があ っ た。 そ の ため に

前実験 の 代表的配色例24種を イ ン テ リア 略画 に適用 した

もの と，そ れ ら に対応す る実例写真24種計48サ ン プル を

刺激図形 とした 。 こ れ らを因子分析 に かけて 抽 出した 3

主因子は次の とお りで あ る 。 （表 2）

第
一

因子 ： 親近性 （冷 い ， 固い ， 男性的 ， 人 工 的
一

　　　　　　　　 暖 い ， 柔 い ， 女性的，自然な）

第二 因子 ： 活動性 （明る い，派手，軽快な
一

　　　　　　　　 暗 い，静かな，厳 め しい ）

第 三 因子 ： 評価性 （落着い た ， ス マ ートな ， 調和 した一

　　　　　　　　 落着 きの な い，や ぼ な，不調和 な ）

3．　 カ ラ ーイ メ
ー

ジ の 3 次元 モ デ ル

‘‘
活動性 因 子

e’
に 関 して は抽象的刺激の 場合，第 3 因子

で あ っ た が，具象的刺激で は 第 2 因子 とな っ た 。 しか し
‘‘
力 動 性因子

”
に 関 して は具象 的 刺激 に お い て 第 1 因

子
“
親近性

”

に 吸収 され た 。 こ の た め に抽象的刺激 にお

け る 第 4 因子
“

評価性
”

は 具象的 刺激 に お い て 第 3 因子
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とな っ て い る。

　 した が っ て，具象的刺激 にお け る 3 因 子 は 全 評 価 尺 度

を偏りな く包括 して い る と考えられた こ とか ら，前述委 1

員 会 は こ れ を イ ン テ リア カ ラ ーコ ーデ ィ ネーシ ョ ン シ ス ：

テ ム の 棊本 イ メ ージ と して 採用 した。

　pa　1は 2 つ の イ メ ージ マ ッ プ を示す 。   図は第 1 因子．

（親近 性） と第 2 因 子 （活 動 性） に お ける各尺度め位置 i
関係を示 し，  図は第 1 因子 と第3 因子 （評価性） に お・

け る 各尺度 の 位置関係 を示 した もの で あ る 。 こ れ らの 結

果，3 つ の 因子軸の 両極に付置する 6 つ の 配色型 の 特徴

を 考察 し，以下 の ネーミ ン グを与 え た。

第 1 軸 ： ア ナ ロ ジ ー一
コ ン トラス ト （トーン の 要因）

第 2 軸 ： ライ トーダーク （明度 の 要因）

第 3 軸 ：ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ーバ ラ エ テ イ （色相 の 要因）

　 こ れ らの イ メ ージ因子軋「は各 々 トーン ， 明度 ， 色相 の

要因 に よ っ て 特徴づ け られ て い る こ とが 分 か っ た。

4。　基本的 イ ン テ リ ア 配色 モ ヂル の 概念

　図 2 は 3 つ の 因子軸 に よ っ て 構成され る立 方 体 で あ

り， 各軸 の両極 に は配色型 の ネ ーミ ン グが付 さ れ て い

る 。 次 に こ の 3 軸 に よ っ て こ の 立方体を分割 した と きに

得 られる 8象限を 8 ブ ロ ッ ク として とらえ る と，図 2 に

した が え ば ， 垂 直軸を明度 の 軸 に して 上部 4 ブ ロ ッ ク が

ラ イ トシ リーズ ，下部4 ブ ロ ッ ク が ダーク シ リーズ とな

る。

・ ・ ト ・喇 黎 謗脇轡 ∫
ン ）

・ 相 喇 ζ冥頚 輪 暫
鞭 雫目）

の 2 つ の 軸を組合せ れば 上 下共通 の 4 つ の ブ ロ ッ ク に対

応す る配 色型 が で き る。 こ れ らを 最 終的な イ ン テ リア の

代表的な 配色型 と して 以下 の よ うに命名 した 。

・ユ ニ テ ィ ： 1司一，類 似 色 相 と 同
一，類似 トーン の 組
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騨

　　　　　　　　　　合せ

・バ ラ エ テ ィ ：対照 色相と対照 トーン の 組合せ

・ソ　 フ 　 ト ：対照色相 と 同
一，類 似 卜一ン の 組合せ

・ハ 　ー　 ド ： 同
一

， 類似色相 と対照 トーンの 組合せ

　 こ れ らに 2 因子 か ら合成 され た イ メージ を 対 応 させ て

み る と表3 の よ うに な り， こ れが ， イ ン テ リア の 基本的

配色型 モ デ ル と して 提 案 され た。
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